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「最近ちょっと気になる子どもの様子」

小椋さんに聞きました！

「最近ちょっと気になる子どもの様子」

　「おはようございます！」「今日も元気でがんばってね」

樋ノ口小学校の朝は、子どもたちと地域の方々の気持ち

のよいあいさつから始まります。

　子どもたちの登校時に見守り活動をしているのは、  

防犯甲武見守り隊　の小椋さんや、堤町自治会の井上さ

ん、高橋さんをはじめとする地域ボランティアの方々で

す。皆さんは、雨の日も風の日も毎朝、校門や通学路に

立ち、子どもたちを見守っています。この活動は今年で

７年目を迎えました。

　活動のきっかけは、「樋ノ口地域をみんなが安全で安心

して暮らせるまちにしたかった」と小椋さんは言います。

あいさつを通して、子どもと地域の人が顔見知りになり、

子どもから高齢者まで、地域の人がみんなで互いを見守

り合うまちづくりを目指すという想いは、今も変わるこ

とはありません。 

　「あいさつは、人と人とのつながり。あいさつを通して、

子どもとつながりたい」と話してくれたのは井上さん。

初めはあいさつをしてくれない子どももいますが、根気

強く毎日声をかけ続けると、子どもが笑顔であいさつを

返してくれるようになるそうです。今では、子どもたち

から“あいさつのおじちゃん”と認識され、心を許して、

話しかけてくれることもあると言います。

　「子どもたちが大きな声であいさつをしてくれると、元

気がもらえる」と高橋さんが言うように、子どもたちの

元気な姿は地域の方々のパワーの源です。そのほかにも、

「毎朝外に出るので健康につながる」、「活動に携わる地域

の高齢者同士の見守りにも

なっている」など、活動を

通して生まれる効果はたく

さんあります。

　また、樋ノ口小学校では、

先生たちも毎朝一緒に校門

に立っています。小椋さん

は、「活動を続けることができるのは、校長先生をはじめ

先生方が協力的で、“地域に開かれた学校づくり”を進め

てくれているおかげ」と言います。樋ノ口小学校の子ど

もたちは、学校と地域の強いつながりの中で、たくさん

の大人に見守られ、育っているのです。

　「今後も見守り活動を続けたい」これは、活動に携わる

皆さんの強い願いです。しかし、最近、活動に参加する

人が減っているそうです。これは、共働き家庭や、定年

後も働く人が増えたことなどによります。それでも、多

くの人が地域の子どもたちのために、自分のできる範囲

で楽しく活動してもらうためにはどうすればよいか。小

椋さんたちは悩みながらも、地域の人が一歩踏み出して

くれるよう、これからも声をかけ続けていきたいと言い

ます。

　すべては、樋ノ口地域の子どもたちのために、そして

地域の人たちみんなのために。樋ノ口小学校での見守り

活動はこれからも続きます。

※1「防犯甲武見守り隊」

　平成16年に立ち上げられた地域ボランティア団体。現在、48名

が登録している。朝の子どもの見守り活動のほかに、下校時の見

守り活動や、ふれあい学童保育、昔遊び体験活動など、子どもと

地域の人を“つなぐ”活動を行っている。

　小椋さんが見守り活動の中で最近少し気になってい

ることは、「相手の目を見て話さない子どもが増えて

いる」ことだそうです。目を見て話さなければ、相手

の表情や気持ちを読み取る力が育ちません。ですから、

子どもたちには「目を見て話そうね」と 声をかけるよ

うにしていると言います。

　ご家庭でも、まずは 親がしっかり子どもの目を見て

あいさつをしてあげてください。(左から）高橋さん、井上さん、小椋さん
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　現在、「地域の子どもは地域で守り育てよう」と、地域ぐ

るみで子どもの見守り活動に取組む動きが全国的に広がりを

見せています。西宮市でも、地域の実情に応じた様々な見守

り活動が各地域で行われています。
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　平成23年に西宮市家庭教育振興市民会議が新たに提唱した家庭教育の「５つの実践目標」

をテーマとして、家庭教育振興市民会議の委員や家庭教育関係者などに自身の体験や思い

を投稿していただくリレーコラム。今号は、

５つの実践目標の中から「外に出よう　元気

に遊 んで  友だちいっぱい」をテーマに、

「遊び」について、西宮市教育委員会　前川

教育次長にお話しいただきました。

　人は生きるために生まれてきます。生きるとは世界
の広さを知ることであり、さらに、その広さとは、自
分とは別の意識や意図と交わることによる関係性や時
間・距離といった時空を越える感性の豊かさです。世
界の広さを知る幼少期の「遊び」の体験は、感性を培い、
人や自然と共に生きているという実感や達成感として
記憶に刻まれます。
　私は以前から、遊びに関する調査の多くが、携帯ゲー
ムを遊びとして取り上げていることに違和感がありま
した。それは、私の知っている「遊び」とは、お絵か
きなどの一人遊びの世界から、友や自然と交わる広く

豊かな世界として、深い記憶の海に澱のごとく在り、

その後の人生の様々な場面においては、生きる力とな

り人生の可能性を拡げてくれるものだったからです。
遊びとしての功罪が語られる携帯ゲームなどは、さし
ずめ「娯楽」といったジャンルのものになるわけです。
ですから、私にとっての「遊び」語りは、記憶の向こ
う側を辿ることに尽きるわけです。「探検・化石／捨て
犬・約束／喧嘩・転校／コウモリ・帰り道・・・」といっ
た具合に。

　私に詩思を与え、私の少年時代にして　尚且つ思索

に耽らしめたのは、故郷の山河である。

    － 三木露風「我が歩める道」より－

  

■ 日時　平成27年10月31日（土）
　　　　　　　　　　　　  13：00〜16：00

■ 場所　西宮市大学交流センター  大講義室 

　今年度のテーマは、「やってみよう　声かけよう　子ども

のために　～さぁ、あなたはどんな一歩を踏み出しますか～」

です。学校・家庭・地域のつながりの中で、大人一人ひとりが

子どもたちのために、今できることをみんなで考えましょう。 

　その気になる内容は・・・

　慌しい毎日の中で、何だか少し急ぎすぎて

いませんか？大路先生の心温まるお話で本当

に大切なことを思い出し、優しい気持ちに

なってください。 

　　元西宮市立小学校長　大路 亨さん

 “ちめいど”の心に響く歌声で、きっと幸せ

な気持ちになります。すると、あなたは

きっと誰かにその幸せを分けてあげたくな

るはずです! ! 

        兄弟アコースティックデュオ　ちめいど

つの実践目標
リレーコラム
つの実践目標
リレーコラム
つの実践目標
リレーコラム
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お 知 ら せ

記憶の向こう側

やってみよう 声かけよう　　　　

 　　　　　　　子どものために 

講演

歌

１番大切な人が見えていますか？

歌だからこそ伝わることがあります 

　子どもたちのために「こんなことがあったら

いいな」「こんなことをしてみたい」をカタチに

するにはどうすればよいのでしょうか？私たち

5人と一緒に考えましょう。 

　　　   教育サポーター　仲島 正教さん

トーク
子どもたちへの想いをカタチに・・・

元西宮市立
小学校長

　大路 亨さん

西宮市立
深津小学校長

　山根 弘昭さん

西宮市ＰＴＡ
協議会副会長

　池田 知子さん

夙川地区青少年
愛護協議会会長

　奥 光男さん

※「家庭教育フォーラム」 「人権フォーラム講演会」のお申込は、社会教育課まで。

　TEL：0798-35-3868 E-mail：vo-k-shakyo@nishi.or.jp 
   * 託児（要申込/各先着10名）もあります。 

ものがたりを通してやわらかな関係づくり 
〜絵本の読みあいから〜

■ 日時　平成27年12月９日（水） 
                                        10：00〜12：00

■ 場所　西宮市立中央公民館  講堂 
■ 講師　村中 李衣さん（ノートルダム清心女子大学　教授） 

教職員が子どもたちと向き合う教育環境づくりのために…
　教職員が児童生徒とじっくり向き合う時間を確保す

るために、兵庫県教育委員会の新対策プランに基づき、校

務の見直しを行い、『教職員定時退勤日』、『ノー会議

デー』、『ノー部活デー』を各校で設定しております。保護

者、地域の皆さんのご理解をよろしくお願いします。

　                         （教育職員課）

西宮市教育委員会　教育次長

　前川　豊
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　2年に一度開催の「家庭教育フォーラム」が近づいてき

ました！

（講師）

（出演）

（コーディネーター）

（パネラー）


